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　今日は。 今、我が家のカレン

ダーの空白部分にハンバーグ、寿

司、豆苗、煮物、オムライスとか、

メニューが書かれているのです

が、家内に何これ?と聞いてみま

すと、子供が帰って来た際に食べ

たいと言った物なんだそうです。

その娘は中三の受験体制に入る前迄は家族夜間例会に

100%出席しており、年3回でおそらく7～8年位出席

しておりますので二十回位出席したかとは思います。

　その娘が中学の時、友達の前で、何かのきっかけで四

つのテストを言っていたそうです。親睦の食べ放題

とゲームを目的に、年3回しか出席しない娘が良く覚

えたと感心するのですが、その時たまたま教室いた担

任の先生が「廣澤それ、ロータリーの四つのテストだ

ろう。みんながそういう気持ちだと世界中の人は皆

幸福なのだよなー」と言っていたと、話してくれまし

た。『そして、すごくうれしくなったと。 お父さんは、

 

第7回例会 平成20年8月20日（水）　サンパレス福島
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　2008－2009年度　2530地区、

友情交換委員長の斎藤　浩会員

のスピーチがありました。

（担当編集者コメント）

　今週は廣澤会長の娘さんの話を興味深く聞きまし

た。子供ってすごい力を潜在的に持っていますね!

編集担当　本田　光男

　今年は二回目の参加でした。福島青少年会館に二

泊三日でいろいろな事を勉強しました。一日目は、星

野仁彦さんによる「福祉の心」という記念講演、国際理

解プログラムは佐原元さん・曽亜偉さんによる講演

会でした。二日目は、福島ロータリークラブの会員企

業、日東紡、日銀福島支店、クラロン、JRA福島競馬場を

訪問しました。実際に仕事をしている人たちの様子

や様々な機能の機械を見たり、説明を聞き私たちが何

気なく使っている物を作っている様子を見てとても勉

強になり「郷土福島」の理解が深まったと思います。

JRA福島競馬場では、乗馬体験をしました。馬を近く

で見るのも触れるのも初めてだったので最初は少し驚

き、怖かったのですが、触れ合っていくうちに別れるの

が寂しくなるほど好きになりました。私は今年で最

後なのでこのような充実した三日間を送れ、そしてい

ろいろなことを学べて良かったです。ここで学んだ

ことを後輩に伝え、そしてこれからの生活に生かして

いきたいと思います。

（代読　2年　加藤　美紀）

　私は今回の年次大会を通して最も印象に残ったこと

が二つあります。一つ目は、一日目に行われた『福祉

の心』という福島学院大学教授の星野仁彦先生の記念

講演です。うつ病が増える理由として一番にあげら

れるのは家庭がうまくいってないということだそうで

す。子供にとって、一番大事な親からの愛情や家族の

愛情がかけてしまうと、人間関係がうまくいかなかっ

たり、近密さがなくなってしまいうつ病にかかってし

まうことが多いそうです。最近では社会全体が悩ん

できているといわれていますが一番小さな社会と言わ

れる家庭がうまくいっていないことも原因の一つでは

ないでしょうか。私は家族との関係を壊さないこと

はとても大事なんだなと思いました。二つ目に印象

に残ったことはJRA福島競馬場を訪問したことです。

普段では聞けない話や体験ができたのでとても良かっ

たです。この三日間の中で馬と触れ合っている時間

が一番楽しかったです。私は今回で二回目の参加に

なりますがまた新しいことを学ぶことができたので参

加できて本当に良かったです。

（代読　2年　梅宮　聡美）

良く解からないけど何か、いいクラブに入っているの

だと思った。』と。1回十数分のたった20回足らずの例

会ではありましたが、何か若い心に残せてやれたのだ

ろうと考えております。

　今日はこの後、インターアクトの年次大会の報告が

あります。当クラブは、成蹊高にインターアクトクラ

ブを成立し支援をしています。若い心に奉仕の種を

根ざす為に活動をしています。　一度その例会に出

席してみて下さい。平均年齢57～58歳の例会とは違

う幼さはありますが、力強い例会を感じる事が出来る

と考えます。

　又今年は家族夜間例会にインターアクト生を呼びた

いと考えております。夜間である事や酒席である事等

考慮しなければならない事はあるのですが、実現した

いと考えておりますので御協力宜しく御願い致します。

福島成蹊高等学校　梅宮　聡美さん

福島成蹊高等学校　加藤　美紀さん

　吾妻新世代インターアクト委員長より、平成20年8月

6日～8日福島県青少年会館で行なわれた2008－2009

年度2530地区「インターアクトクラブ年次大会」につい

ての報告がありました。その後、福島成蹊高等学校イン

ターアクトクラブの生徒2名による報告がありました。

 1 開会点鐘　　　

 2 ロータリーソング「奉仕の理想」

 3 四つのテスト

 4 来訪者紹介と会長挨拶

 5 IAC大会報告

 6 各委員会報告（スマイル・財団・出席）

 7 閉会点鐘

本日のお客様

インターアクトクラブ年次大会報告

地区友情交換委員会　　　斎藤　浩　委員長福島成蹊高等学校　3年　斎藤　里菜

福島成蹊高等学校　3年　遠藤　愛弥

会 長 挨 拶 廣澤　俊樹会長
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今 月 ・ 来 月 の プ ロ グ ラ ム

9月３日（水）　会員スピーチ（新世代委員会）

9月10日（水）　味戸道雄ガバナー公式訪問

9月12日（金）　ガバナー歓迎晩餐会

ホテル辰巳屋18:30～

9月17日（水）　早朝移動例会　永京寺6:30～

9月24日（水）　新会員歓迎夜間例会

サンパレス福島18:00～

■会員/67名　■出席/43名　■出席率/64.18%
■メークアップ/13名　■修正率/88.06%


